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Abstract 

 Nowadays, young children are increasingly using smartphones and tablets at home. 

Around 1980, the issue of watching television by young children was raised, and opinions 

and recommendations were made in various fields. In recent years, smartphones and tablets 

have been viewed as problematic devices for infants as well as televisions. 

 This study takes up opinions and suggestions from each society regarding the use of 

smartphones and tablets for infants. In addition, I will investigate the current usage of 

infants' smartphones and tablets at home. Then, I will consider about ICT utilization 

education in children's schools, such as instructional education for children, and the 

responsibilities of training schools to train nursery teachers.

  

第1章 幼児の家庭におけるデジタルデ

バイスの使用と影響について 

小・中学校、高等学校ではタブレットを活

用した授業が取り入れられて久しく、さらに

活用することを推し進めている。一方、幼児

が通うこども園ではまだタブレット活用は進

んでいない。(小平2016)(1)しかし、子どもの

家庭でのスマートフォン等の使用はかなり進

んでいる。 

内閣府が2017（平成29）年5月、「低年齢

層の子供のインターネット利用環境実態調査 

調査結果」を発表している。それによると、

機器の利用率とインターネット利用率におい

て、6歳児は69.8％・45.0％、5歳児は55.2％

・36.8％、4歳児は50.4％・39.7％、3歳児は

47.5％・35.8％、2歳児は37.4％・28.2％、1

歳児は11.6％・9.1％となっている。（図1） 

どのような機器による利用かは、スマート

フォンとタブレットが多い。1歳児から5歳

図 1：子供の機器・インターネット利用状況 

 
出所：平成 29 年 5 月 内閣府「低年齢層の子供のインタ

ーネット利用環境実態調査結果」より 
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児まではスマートフォンを、6歳児から9歳

児はタブレット使用が多くなっている。この

ように幼児が親から与えられ使用することが

多く「スマホ育児」という言葉でさえ生み出

されている。 

このような状況下、以前はテレビやビデオ

について幼児に見せることへの問題が論ぜら

れていたが、現在では子どものデジタルデバ

イスの接触による影響について意見・提言を

述べている学会が出て来ている。 

 日本子ども学会は、2004（平成16）年9

月、「幼児のメディア視聴は是か非か」とい

う題目でシンポジウムを開催し、パネリスト

は次のような意見を述べている。 

 良質の子ども向け情報番組は、特に就学前

の子どもには良い影響を与えるが、幼児の段

階でのメディア接触は、子どもが児童期にな

ったころ集中力にネガティブな影響を与え

る。メディア視聴の影響は両面がある。(2)ま

た、幼児が視聴していて興味を示したなら周

囲の者が、直接体験の機会を持たせることが

大切である。(3)そして、子ども同士共感性を

育むような遊びを、乳幼児期や学童期に導入

する必要性がある(4)と述べている。 

 アメリカ小児科学会（AAP）は、2015

（平成27）年5月、メディア利用と子どもに

関するシンポジュウムを開きその中で、タブ

レットがどのように使われ、どのように構築

されるかという問題だ (5)と述べているし、

2016（平成28）年10月、新指針で、タブレ

ットもテレビと同じで受け身の姿勢で見続け

るのは有害(6)とし、メディアはある意味どれ

も教育的だが大切なのは何を教えるかという

ことだと述べている。(7) 

日本小児科医会・日本産婦人科医会は、

2017（平成29）年、次のようなリーフレッ

ト（図2）、パンフレットを出して乳幼児へ

のスマホ活用に対する啓発を行っている。 

「見直しましょう メディア漬け」として5

つを提言している 

 子どもたちのインターネット利用について

考える研究会（子どもネット研）」は、2017

（平成29）年2月、「スマホ育児」の状況に

ついての調査結果を発表し「スマホ育児」に

おける課題を解説している。それによると、

子どもがスマホなどを利用することに9割以

上の保護者が何らかの不安は感じ、8割以上

の保護者は、正しい利用について学習の必要

性を感じているとし、また、親の積極的介入

により、リスクを防ぎ、メディアからの学び

を促進することができる(8)と説明している。 

  

ここまで、内閣府調査の家庭での子どもの 

メディア接触状況と各会の子どものメディア

接触の影響についての意見・提言を取り上げ

た。 

簡潔にまとめると、幼児から児童における

まで、スマートフォンを親から与えられ「ス

マホ保育」と言われるまでデジタルデバイス

図 2：乳幼児へのスマホ利用啓発 

 
出所：日本小児科医会 
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漬けになっている。これらデジタルデバイス

社会におけるスマートフォン等の与え方・取

り扱いについて問題視したそれぞれの学会で

は、与え方・使い方によって良い影響と悪い

影響が出ることを指摘している。幼児一人で

使用することは良い影響には結びつかないこ

と、そして親や保育士等指導できる者とで使

用することを強く進めているし、教育的に使

用することを進めている。 

このような各会からの意見や提言があるこ

とを踏まえ、幼児に対し家庭でのデジタルデ

バイスの使用について、そしてデジタルデバ

イスの使用が進んでいない園でのこれからの

ICT活用教育についてどのように思うかをH

市のこども園の園児の保護者を対象にアンケ

ート調査を行った。 

 

第2章 H市こども園の園児の家庭での

ICT活用と園でのICT活用への思いにつ

いて 

 H市のこども園の園児が家庭でどの程度

ICTを活用した生活を送っているかを調査し

た。また、保護者に対して、園でのICT活用

の取り組みについて意見を求めた。園に勤め

る教員にも意見を求めた。 

 

1．調査の概要 

【調査期間】2019年7月末～9月中旬1ヶ月半 

【調査対象】H市認定こども園に通園する園

児の保護者、教員 

【調査手法及び回収方法】自記式質問紙手法

及び質問紙に付したQRコード読取りネット

回答手法の二つを用いた。質問紙を依頼園に

送付し、保護者に対して依頼し実施してもら 

った。回答は郵送回収及びネット回収をし

た。 

【依頼園数及び依頼数】82認定こども園 

1,936保護者 820教員 

【園及び部数回収率】30認定こども園（封

書）36.6％  822保護者（用紙・ネッ

ト）42.5％ 263教員32.1％ 

【分析】統計パッケージSPSS Ver.26.0 

【分析の視点】認定こども園に通園する園児

が①家庭でどのくらいの割合でスマートフォ

ンやタブレットを活用しているか、②誰の所

有する機器か、③どのような用途で使用して

いるか、④園でのICT活用教育についての関

心度等について検証した。分析にあたって

は、質問用紙における変数、カテゴリーにつ

いてクロス集計、カイ二乗値検定をおこな

い、図表化した。ICT活用について、どのよ

うな差異がみられるかを分析し、考察するこ

とを目的とした。 

 

2．園児年齢別保護者分布 

5歳児の保護者が28.8％、4歳児の保護者

が26.2％、6歳児の保護者が16.1％、3歳児の

保護者が15.0％、2歳児の保護者が8.3％、1

歳児の保護者が5.2％、1歳児以下の保護者が

0.2％、回答なしが0.2％であった。 

 

3．園児年齢別スマホ使用について 

「お子さんは家でスマートフォンを使う

か」という質問をした。「大いにある」「あ

る」との回答を見ると、6歳児で9.1％・

18.9％計28.0％、「時々ある」40.9％を合わ

せると68.9％となる。5歳児で8.9％・21.5％

計30.4％、63.7％、4歳児で10.2％・20.0％
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計30.2％、66.5％、3歳児で8.9％・8.9％計

17.8％、61.7％、2歳児においても11.8％・ 

13.2％計25.0％、55.9％、1歳児でも4.7％・

14.0％計18.7％、51.3％であった。「大いに

ある」「ある」を加えた割合では2割から3割

の園児が家庭でスマートフォンを使用してい

ることが分かった。中でも2歳児の「大いに

ある」が11.8％と「大いにある」では一番高

い割合を示した。また、「大いにある」「あ

る」の合計値では5歳児、4歳児が3割を超

え、6歳児も28.0％、2歳児においても25.0％

と3ポイントの差でしかないことが分かっ

た。「時々ある」を含めた値では、1・2歳児

の5割台を除いて3歳児～6歳児までは6割を

超える値であった。（図3） 

園児年齢別とスマホ使用には有意差は認め

られなかった。つまり、年齢とスマホ使用と

の関係性は認められないということであり、

どの年齢も活用しているという判断が出来る

のである。内閣府が示した結果（図1）と同

じような利用状況でありどの年齢も活用して

いるということが分かった。 

4．スマートフォン所有者について 

 家庭でスマートフォンを使うことが「大い

にある」「ある」「時々ある」と回答した人に

誰の所有のスマートフォンかを質問した。 

「大いにある」との回答で「こども所有の

も の 」 13.2％ 、「 母 親 ・ 父 親 の も の 」

81.6％、「祖父母のもの」5.3％、「ある」と

の回答では「こども所有のもの」2.7％、「母

親・父親のもの」91.8％、「祖父母のもの」 

4.1％、「時々ある」との回答では「こども所 

有のもの」 0.7％、「母親・父親のもの」

95.7％、「兄弟姉妹のもの」0.7％、「祖父母

のもの」2.3％であった。（図4） 

家庭でスマートフォンを「大いにある」

「ある」「時々ある」使用と誰の所有かとの

間には1％水準で有意差が認められた。 

 残差分析を行うと、「大いにある」が「こ

ども所有のもの」「母親・父親のもの」で1％

の有意に多いこと示し、「ある」が「母親・

父親のもの」で1％の有意に多いことを、

「時々ある」が「母親・父親のもの」で1％

の有意に多いことを示した。このことから、

家庭でのスマートフォンの使用はほぼ「母親

・父親のもの」を使うが、「大いにある」使

用するこどもと「こども所有のもの」との間

に13.2％と高い割合が示されていることから

こども所有と使用とには関係があることが分

かった。 

次に、園児が家庭でスマートフォンを使っ

ている場合、ほぼ「母親・父親のもの」を使

っていることが分かったが、年齢別では誰の

図 3：年齢別スマホ使用率 

 
出所：認定こども園アンケートより  

               （χ2=36.747 df=35 p=0.388） 

図 4：家庭スマホ使用とスマホ所有者 

 
出所：認定こども園アンケートより  

（χ2=1044.911 df=25 p<0.001） 
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所有物かを質問した。 

「母親・父親のもの」は1歳児で48.8％で

あったが、2歳児から6歳児は6割以上であっ

た。「祖父母のもの」については2歳児・3歳

児は0％であったが、4歳児から6歳児は2.3％

から3.3％を示し、1歳児は7.0％を示した。

「こども所有のもの」は5歳児が3.0％、6歳

児が2.3％と他の園児より値が高かった。（図

5） 

 5歳児の家庭でスマートフォンを使用する

値が高かったが（図3参照）、「こども所有の

もの」の値が高いからであるかも知れないこ

とが分かった。 

 園児年齢別とスマートフォン所有者におい

て有意差は認められなかった。どの年齢層も

均等してほぼ「母親・父親のもの」「祖父母

のもの」を使用しているということである。 

 

5．園児年齢別タブレット使用について 

「お子さんは家でタブレットを使うか」を質

問した。 

「ない」の値が高く1歳児で69.8％、2歳児

で58.8％、3歳児で54.5％、4歳児で49.3％、

5歳児で48.1％、6歳児で43.2％であった。ス

マートフォンに比べて「ない」の値が高いこ

とが分かった。「大いにある」「ある」を見る

と、6歳児で9.8％・13.6％計23.4％、5歳児

で8.0％・13.9％計21.9％、4歳児で7.9％・

14.6％計22.5％、3歳児で8.9％・8.9％計

17.8％、2歳児で8.8％・5.9％計14.7％、1歳

児で4.7％・4.7％計9.4％であった。スマー

トフォンに比べ「大いにある」「ある」につ

いても低い値であった。（図6） 

園児年齢別タブレット使用について有意差

が認められなかった。このことからどの年齢

層も低い値であるが使用しているということ

である。 

 

6．園児年齢別タブレット所有者について 

園児は家庭でどの年齢層もタブレットを活

用していることが分かったが、使用するタブ

レットは誰の所有物かを質問した。 

 最も多いのは「母親・父親のもの」で、6

歳児30.3％、5歳児28.3％、4歳児25.1％、3

歳児29.3％、2歳児26.5％、1歳児11.6％であ

った。「こども所有のもの」については、6歳

児6.8％、5歳児6.8％、4歳児7.0％、3歳児

4.9％、2歳児7.4％、1歳児2.3％であった。

（図7） 

スマートフォンは、「こども所有のもの」

は5歳児の3.0％が一番高い割合（図5参照）

であとは1％台であったが、タブレットの 

図 5：年齢別スマホ所有者 

 
出所：認定こども園アンケートより  

（χ2=36.363 df=35 p=0.405） 

図 6：年齢別タブレット使用 

 
出所：認定こども園アンケートより  

（χ2=36.800 df=35 p=0.386） 
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「こども所有のもの」は、どの年齢層もスマ

ートフォンを上回る値を示した。 

 園児年齢別タブレット所有者についても有

意差は認められなかったが、タブレットにつ

いても割合はスマートフォンに比べ低いがど

の年齢層も所有していることが分かった。 

 

7．園児年齢別スマートフォン・タブレッ

ト用途のついて 

家庭において園児たちが「母親・父親」

「こども所有」のスマートフォンやタブレッ

トを活用していることは分かった。では、そ

のスマートフォンやタブレットをどのような

用途で活用しているかということを質問し

た。多くがインターネットとゲームであっ

た。6歳児はインターネットで17.4％、ゲー

ムで31.8％、5歳児は24.5％・20.7％、4歳児

は 31.2 ％ ・ 20.0 ％ 、 3 歳 児 は 29.3 ％ ・

13.0％、2歳児は29.4％・4.4％、1歳児は

2.3％・7.0％であった。その他「学習」「音

楽」「おえかき」があるが、1歳児の「音楽」

20.9％、2歳児の「音楽」11.8％以外は1桁の

割合であった。（図8） 

園児年齢別スマートフォン・タブレット用 

途については、1％水準で有意差が認められ 

た。 

 残差分析の結果を解釈すると、「インター 

ネット」で4歳児が5％水準で有意に多いこと

を示し、「ゲーム」で6歳児、3歳児、1歳児が

1％水準で3歳児が5％水準で有意に多いこと

を示した。 

 このことから、園児たちの家庭でのスマ

ートフォンやタブレットの用途はインターネ

ットとゲームが主であると判断することが出

来る。 

 

8．年齢別園児の保護者は園でのICT活用教

育をどう思うかについて 

 園でのタブレット活用教育についてどう

思うかについて質問した。「大いに賛成」

4.4％、「賛成」27.5％、「どちらとも言えな

い」36.1％、「あまり賛成しない」22.9％

「賛成しない」8.6％であった。（図9） 

 次に、それぞれの回答に対する理由につい

て質問した。 

 園でのタブレット活用教育に対して「大い

に賛成」「賛成」と回答をした人の理由の割 

図 7：年齢別タブレット所有者 

 
出所：認定こども園アンケートより 

（χ2=40.857 df=42 p=0.521）      

図 8：年齢別スマホ・タブレット用途 

 
出所：認定こども園アンケートより  

（χ2=95.747 df=42 p<0.001） 

図 9：保護者は園でのタブレット活用教育をどう思うか 

 
出所：認定こども園アンケートより 
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合は「デジタル社会になっているから」

55.6％・52.7％、「正しい使い方を覚えるの

は幼児期がよいから」33.3％・19.5％、「小

・中学校が取り組んでいるから」11.1％・

22.1％であった。 

「どちらとも言えない」と回答した人の理

由の割合は「デジタル社会になっているか

ら」9.1％、「正しい使い方を覚えるのは幼児

期がよいから」1.7％、「小・中学校が取り組

んでいるから」5.4％の回答であった「情緒

教育の方が大切だから」の回答は、「どちら 

とも言えない」22.9％、「あまり賛成しな

い」38.3％、「賛成しない」が40.8％「園児

には早いと思うから」は「どちらとも言えな

い」36.4％、「あまり賛成しない」51.1％、

「賛成しない」45.1％であった。（図10） 

園でのタブレット活用教育をどう思うかと

その理由については1％水準で有意差が認め

られた。 

残差分析の結果を解釈すると、「大いに賛

成」「賛成」と回答をした人の理由の「デジ

タル社会になっているから」「正しい使い方

を覚えるのは幼児期がよいから」においては

1％水準で有意に多いことを示した。また、

「あまり賛成しない」「賛成しない」と回答

をした人の理由の「情緒教育の方が大切だか

ら」「園児には早いと思うから」についても

1％水準で有意に多いことを示した。 

 つまり、園でのタブレット活用教育につい

ての保護者の思い「大いに賛成」「賛成」「あ

まり賛成しない」「賛成しない」は、それぞ

れの立場での思いが有意差を認められたとい

うことであり、どちらの立場の思いの理由も

有効であるということである。 

 

9．園でのタブレット活用教育をどう思う

かと危惧されることは何かについて 

 次に、園でタブレット活用教育が行われる

として危惧されることは何かを質問した。

「大いに賛成」「賛成」も「あまり賛成しな

い」「賛成しない」も、「使用時間が長くなら

ないか」がトップでの危惧であった。「大い

に賛成」は41.7％「賛成」は42.5％、「あま

り賛成しない」は20.7％「賛成しない」は

11.3％という値であった。次に高い値を示し

たのは「会話が少なくなるのでは」であっ

た。「大いに賛成」は 11.1％、「賛成」は

14.2％、「どちらとも言えない」は24.9％、

「あまり賛成しない」は23.4％、「賛成しな

い」は25.4％であった。次に「情緒教育が損

なわれないか」であった。「大いに賛成」は

11.1％、「賛成」は11.1％、「あまり賛成しな

い」は29.8％、「賛成しない」は33.8％とい

う値であった。（図11） 

図 10：保護者の園でのタブレット活用教育をどう思

うかについての理由 

 
出所：認定こども園アンケートより   

（χ2=833.592 df=42 p<0.001） 

図 11：保護者の園でのタブレット活用教育をどう思

うかと危惧されることは何かのクロス集計 

 
出所：認定こども園アンケートより  

（χ2=613.505 df=48 p<0.001） 
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 園でのタブレット活用教育をどう思うかと

危惧されることは何かとの間に1％水準で有

意差が認められた。残差分析の結果を解釈す

ると、園のタブレット活用教育に「賛成」の

思いで、「使用時間が長くならないか」「平等

性に問題が出ないか」が1％水準で有意に多

いことを示した。また、「あまり賛成しなの

思いで、「情緒教育が損なわれないか」が1％

水準で有意に多いことを示した。そして、

「どちらとも言えない」の思いで、「会話が

少なくなるのでは」が5％水準で有意に多い

ことを示した。つまり、園のタブレット活用

教育に「賛成」、「どちらとも言えない」「あ

まり賛成しない」の思いのそれぞれの危惧に

ついて有効であることが示された。 

 

10．園でのタブレット活用教育をどう思う

かと発育に影響を与えると思うかについて 

 次に、園でのタブレット活用教育は園児の

発育に影響を与えると思うかについて質問し

た。園でのタブレット活用教育に「大いに賛

成」で「大いに与える」が30.6％、「多少与

える」が36.1％、どちらとも言えない」が

27.8％、「あまり影響を与えない」が2.8％、

「与えない」が2.8％であった。「賛成」で

は、 11.5％・ 49.6％・ 36.3％・ 2.2％・

0.0％、「どちらとも言えない」が4.7％・

24.6％・56.9％・12.8％・0.3％であった。

「あまり賛成しない」は6.9％・10.6％・

26.6％・53.7％・1.6％であった。「賛成しな

い」は、7.0％・8.5％・14.1％・56.3％・

14.1％であった。（図12） 

園でのタブレット活用教育をどう思うかと

園児の発育に影響を与えるとの間には1％水

準で有意差が認められた。残差分析の結果を

解釈すると、「大いに賛成」では「大いに与 

える」が、「賛成」では「多少与える」が、

「あまり賛成しない」では「あまりよい影響

を与えない」が、「賛成しない」では「あま

りよい影響を与えない」「与えない」が1％水

準で有意に多いことを示した。また、「賛

成」では「大いに与える」が1％水準で有意

多いことを示した。 

このことから、園のタブレット活用教育に

「大いに賛成」「賛成」、「あまり賛成しな

い」「賛成しない」の思いは園児の発育に

「大いに与える」「多少与える」「あまりよい

影響を与えない」「与えない」の思いどれも

が有意であると言え、判断が出来ないことを

表している。危惧しているのと同様、判断が

出来ないということである。 

 

11．園のタブレット活用教育に賛成で園の

タブレット活用教育は園児の発育に影響を

与えると回答した人にどのような影響があ

るかについて 

 園のタブレット活用教育は園児の発育に影

響を与える、与えないについてはどちらも有

意が認められ判断が出来なかった。それで、

図 12：保護者の園でのタブレット活用教育をどう思うかと

園児の発育に影響を与えると思うかのクロス集計 

 
出所：認定こども園アンケートより   

（χ2=741.453 df=30 p<0.001） 
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園のタブレット活用教育に「大いに賛成」

「賛成」の人で、園のタブレット活用教育は

園児の発育に影響を「大いに与える」「与え

る」と回答した人にどのような影響を与える

と思うかを質問した。 

「大いに賛成」の人は、「正しい使い方が

身につく」 25.0％、「学力に結びつく」

22.2％、「思考力が高まる」13.9％、「協調性

が身につく」0.0％であった。「賛成」の人

は、23.5％・22.6％・13.3％・0.4％であっ

た。（図13） 

 園のタブレット活用教育をどう思うかと園

のタブレット活用教育は園児の発育に影響を

与えると回答した人にどのような影響がある

かについては1％水準で有意差が認められ

た。 

 つまり、園のタブレット活用教育に賛成と

の思いを持っている人の園児に影響を与える

とする「正しい使い方が身につく」「学力に

結びつく」「思考力が高まる」「協調性が身に

つく」といった思いについては有効であると

判断できるということである。 

 残差分析の結果を解釈すると、「大いに賛

成」の人の「学力に結びつく」は1％水準で

有意に多いことを示した。また「賛成」の人

の「正しい使い方が身につく」「学力に結び

つく」「思考力が高まる」においても1％水準

で有意に多いことを示した。つまり、園のタ

ブレット活用教育に賛成である人が持つ「正

しい使い方が身につく」「学力に結びつく」

「思考力が高まる」という影響の思いは有効

であるということである。 

 

12．園のタブレット活用教育に賛成しない

で園のタブレット活用教育は園児の発育に

よい影響を与えないと回答した人にどのよ

うな影響があるかについて 

 園のタブレット活用教育に「あまり賛成し

ない」「賛成しない」で、タブレット活用教

育は「あまりよい影響を与えない」「与えな

い」との思いの人は、どのような影響がある

と思うかを質問した。 

 「あまり賛成しない」「賛成しない」で

「視力の低下」23.4％・21.1％の影響がある

とした値であった。次に「思考力の低下」で

18.6％・21.1％であった。そして、「協調性

が育たない」が9.0％・16.9％であった。（図

14） 

園のタブレット活用教育に賛成しないで園

のタブレット活用教育は園児の発育によい影

響を与えないは1％水準で有意差が認められ

図 13：園でのタブレット活用教育に賛成で園児の発育に影響

を与えると思う人によるどのような影響があるか 

 
出所：認定こども園アンケートより   

（χ2=224.979 df=36 p<0.001） 

図 14：園でのタブレット活用教育に賛成しないで園児の発育

によい影響を与えないと思う人によるどのような影響がある

か 

 
出所：認定こども園アンケートより   

（χ2=227.087 df=30 p<0.001） 
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た。 

残差分析の結果を解釈すると、「あまり賛 

成しない」では「ゲームなどが身近になる」

「視力の低下」「思考力の低下」「協調性が育

たない」がいずれも1％水準で有意に多いこ

とを示している。また、「賛成しない」では

「思考力の低下」「協調性が育たない」がい

ずれも1％水準で有意に多いことを示してい

る。 

 つまり、園のタブレット活用教育に賛成し

ない思いの「ゲームなどが身近になる」「視

力の低下」「思考力の低下」「協調性が育たな

い」という影響についての思いは有効である

ということである。 

 

13．園のタブレット活用教育は発育に影響

を与えると考える人でどのような影響があ

ると思うかについて 

 園のタブレット活用教育は発育に影響を 

「大いに与える」と考える人で、「正しい使

い方が身につく」26.1％、「学力が身につ

く」21.7％、「思考力が身につく」14.5％、

「協調性が身につく」0.0％であった。ま

た、「多少与える」と考える人は、「正しい使

い方が身につく」33.9％、「学力が身につ

く」24.6％、「思考力が身につく」20.1％、

「協調性が身につく」0.4％であった。（図

15） 

園のタブレット活用教育は発育によい影響

を与えると思うとどのような影響があるかに

ついて、1％水準で有意差が認められた。 

 残差分析の結果を解釈すると、「大いに与

える」「多少与える」では「正しい使い方が

身につく」「学力に結びつく」「思考力が高ま

る」が1％水準で有意に多いことを示してい

る。 

つまり、園のタブレット活用教育は発育に

よい影響を与えると考える人の、「正しい使

い方が身につく」「学力が身につく」「思考力

が身につく」「協調性が身につく」との思い

は有効であるということである。 

 次に、園のタブレット活用教育は発育に影

響を「あまりよい影響を与えない」と考える

人で、「ゲームなどが身近になる」13.5％、

「視力の低下」38.9％、「思考力の低下」

24.3％、「協調性が育たない」15.7％という

値を示した。 

 また、園のタブレット活用教育は発育に影 

響を「与えない」と考える人で、「ゲームな

どが身近になる」 6.7％、「視力の低下」

図 15：園でのタブレット活用教育によい影響を与えると思う

人によるどのような影響があるか 

 
出所：認定こども園アンケートより  

（χ2=792.349 df=30 p<0.001） 

図 16：園でのタブレット活用教育によい影響を与えないと

思う人によるどのような影響があるか 

 
出所：認定こども園アンケートより   

（χ2=491.462 df=25 p<0.001） 
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20.0％、「思考力の低下」20.0％、「協調性が

育たない」20.0％であった。（図16） 

園でのタブレット活用教育によい影響を与

えないと思う人とどのような影響があるかに

は1％水準で有意差が認められた。 

 つまり、園のタブレット活用教育はよい影

響を与えないと考える人の「ゲームなどが身

近になる」「視力の低下」「思考力の低下」

「協調性が育たない」の思いは有効であると

いうことである。 

園のタブレット活用教育は発育によい影響

を与えると考える人、よい影響を与えないと

思う人、それぞれの影響についての思いも有

効であり、保護者の思いからは結論づけるこ

とはできないということである。 

  

これまでの保護者の声を簡潔にまとめる

と、家庭での園児のスマートフォンやタブレ

ット使用は1・2歳児において5割強、3歳児以

上は6割強であった。その用途は、ほぼイン

ターネットとゲームであった。このことは、

各会からの意見・提言からの幼児の成長にお

けるネガティブな影響が出る用途であること

が分かった。園児が通う園でのICT活用教育

はどうかの問いに対しては、賛否両論があ

り、園におけるタブレット活用教育の導入は

保護者の声からは結論を出しづらい結果であ

った。 

 

第3章 タブレット活用教育を推進する

園 

園におけるICT活用教育に賛否両論がある

中で、タブレット活用教育を推進している園

がある。導入理由やどのような取り組みをし

ているかを知るために、2019（令和元）年8

月下旬から9月上旬に掛けて、東京都福生

市、千葉県柏市、福岡県福岡市、埼玉県吉川

市の4園を訪問視察させてもらった。4園の取

り組みについて紹介する。 

 

東京都福生市 学校法人S学園 S幼稚園  

N園長が、元々コンピュータに興味があ

り、ICT活用教育のカリキュラムの開発に参

画したのが園にタブレットを導入したきっか

けだと述べられていた。2015（平成27）年か

らタブレットを導入しICT活用教育に力を入

れ始めたとのことであった。 

 ICT活用教育の対象園児は、3～5歳。年齢

により活動内容や使用機器、使用頻度は異な

るとのことであった。 

使用しているソフトウェアは、K社の「ら

くがキッズ」「つなげっと」「ビスケット」、

「 NHK キ ッ ズ 」 や 「 Google 画 像 検 索 」

「YouTube」を使用しているとのことであっ

た。 

ICT活用教育のねらいは、子どもたちの経

験や体験の幅を広げること。ICTの技術によ

って得られる情報が、子どもたちに新たな発

想をもたらすこと、より興味を引き出すこ

と、より深く理解することと考えることとい

うことであった。 

ICT活用教育は園児の発育に影響を与える

図 17：S 幼稚園タブレット活用授業風景 
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と思うかの質問に対し、教師が「良きコンシ

ェルジュ」になることで、子どもたちの興味

に応じて様々な情報を子どもたちに伝えるこ

とができるので、より自発的に深い学びにつ

なげられると思う。当然、与え方が悪けれ

ば、「単なる暇つぶし機」になりかねない。

実際にそうなっている家庭が多いので、「よ

り良い与え方」を教育機関が提示していくこ

とはより重要になると思うと述べられてい

た。 

 今後のICT活用教育についての考えを質問

した。それについて、幼稚園は「あそび」を

通して学ぶ場であるから、その遊びがより豊

かになるように、またそれが「良き学び」に

つながるように、そしてそのノウハウを教師

がシェアして、保育者としての資質を高めら

れるようにする必要がある。そのための手段

はたくさんあるが、ICTを活用することが最

も費用対効果が大きいと感じる。最初の敷居

が少し高いため、そのポテンシャルが過小評

価されているようにも感じる。少しずつでも

着実に導入していくことで、教育にも職員の

働き方改革にも大きく寄与すると感じている

とのことであった。 

 

千葉県柏市 学校法人K学園 KK幼稚園 

 O副園長が、2017（平成29）年4月からタ

ブレットを導入しICT活用教育に力を入れ始

めた。その年の7月には朝日新聞に取り上げ

られ、タブレットの導入のきっかけは「既存

の保育に加え、子どもたちのプラスアルファ

になるものはないかと探し、カリキュラムに

出合った。ICTはあくまでも手段で、大事な

教育内容があると判断した。」 (9)と述べられ

ていた。 

タブレットを活用した授業では、各自が好

きな写真を撮影してくる。そして、プロジェ

クタで投影し、「どこで」「何の写真を」「な 

ぜその写真を」等友だちの質問にも考えなが

らプレゼンテーションをするといった内容を

展開している。写真撮影だけならタブレット

でなくてもいいし、撮影したで終わる。しか 

し、発表をすることでまた友だちからの質問

に対して考える、考えをまとめて応えるとい

う学習につながり、タブレットが活かされた

学習になっていると言われていた。単独での

タブレット学習もあるが、複数で1台のタブ

レット学習もする。そのねらいは、協働学

習、相談をす

るといったコ

ミュニケーシ

ョンにつなが

ると言われて

いた。タブレ

ットは、勉強

を教えるための道具ではなく、ハサミやのり

といった道具と同じで新たなツールだ。しか

もいろいろに使える優れたデジタルデバイス

だと述べられていた。 

 

福岡県福岡市 社会福祉法人A会  

H保育園 

A園長が、当園のタブレット導入は2016

（平成28）年で、「幼稚園や保育園でははさ

みの使い方は教えるのに、ICT機器の使い方

は教えない。それは違うと思った。」という

発想からタブレットを導入しICT活用教育に 

力を入れ始めたと述べられていた。 

図 18：KK 幼稚園タブレット活用授

業風景 
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 同園では、あえて2人一組でタブレットを 

使わせることが多いと言う。それは子どもが

タブレットを独占したくなる気持ちを抑え、

譲り合いの心を育てるためだと言う。力を合

わせて一つの作品を作り上げる活動を通し、

創造力とチームワーク力、ICT活用力が育つ

ことをねらいとしていると述べられてい 

た。もちろん、個別でのタブレット活用もあ 

り、14種類のソフ

トウェア(絵画・造

形等）を採用して

いる。しかし、全

てを使用している

わけではなく、年

齢、年度によって

使用するソフトを

分けているとのこ

とであった。ICT活用教育は園児の発育に影

響を与えるかとの質問では、思考力、創造

力、集中力、好奇心、協調性、コミニケショ

ン力、発表する力等が高まるが、姿勢、視力

への影響、依存性が不安要素もあると言われ

ていた。 

保護者の意見はとの質問では、家庭で見ら

れるアプリもあり、親子で楽しんでいるよう

だ。タブレットを導入してのICT活用教育に

反対意見はないとのことであった。 

 

埼玉県吉川市社会福祉法人K  

KプリスクールYS 

M園長は、タブレット活用教育は、次世代 

の教育のツールとして位置づけ、2013（平

成25）年に法人としてタブレットを導入し

て、独自のカリキュラムを組んで一斉保育の

中で活用していたとのことであった。導入し

た当初、子どもたちの関心が高く法人として

もプロジェクトを立ち上げ指導計画案を作成

し、翌年よりタブレットを活用したICT活用 

教育を推進していくことが決まったとのこと 

でした。 

2015（平成26）年に保護者アンケートを

実施したところ、9割以上の賛成があった

が、1割弱のネガティブな反応があったとの

ことであった。保護者が成果で実感できる内

容を考え、毎月の園だよりで活動内容を報告

し理解を求めたとのことであった。その後、

2020（令和2）年の教育改革の影響もあり、

保育園でのICT活用教育は当然との機運が占

めるように感じているとのことであった。 

同園では、タブレットを使用したICT活用

教育は、学習サポートが目的ではない。友だ

ちとのコミュニケーションができるように、

何かを創造するのに便利な道具として使用

し、未来に様々な道具を使いこなす力を身に

つけるようアプリを使うことがねらいだと述

べられていた。 

 また、先生

の話しを聞く

時は先生の方

を向いてしっ

かり聞くこ

と、仲良く使

用すること、

姿勢よく画面に目を近づけないこと等ルール

を守って使用することも教育しているとのこ

とであった。ICT活用教育は、インタラクテ

ィブ機能や映像・音声といったマルチメディ

ア機能を多用し、より主体的・協働的な体験

図 19：H 保育園タブレット

活用授業風景 

 

図 20：K プリスクール YS タブレッ

ト活用授業風景 
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ができるので従来の教育より広がりがあると

のことであった。この園ではスマートデバイ

スを「21世紀のハサミ」と表現し、正しい

使い方を学び有用に様々な作品を生み出すこ 

とができる素晴らしい道具であると評価し導 

入されているとのことであった。 

 

以上が訪問視察をした内容であった。4園 

で共通していることを簡潔に述べれば、タブ

レットを子どもたちの年齢にあった使い方

で、タブレットの手軽に扱える良さを活用

し、個人・グループ活動で子どもの能力を複

合的に引き出すための教育デジタルデバイス

として活用されていることであった。 

 

第4章 園及び保育教諭養成校に求めら

れるICT活用教育について 

タブレットを活用した教育を推進している

4園を見て来たが、一般的な園の意識はどう 

であろうか。 

 小平さち子は、2015年度幼稚園におけるメ

ディア利用調査結果を発表している。そのデ

ータによると、テレビ使用は、テレビ番組の

利用29％、ビデオ・DVD教材65％、CD教材

77％であるとしている。パソコンソフト・イ

ンターネットでアクセスできる教材の利用は

11％、タブレット端末は5％の利用で、幼児

自身がパソコンやタブレット端末に触れる機

会は、幼稚園は全体で4％であるとしてい

る。(10)  

次に、パソコン・タブレット端末利用観を 

幼稚園に質問した記録がある。幼児期の子ど

もがパソコンやタブレット端末に触れること

は内容のいかんにかかわらず好ましくないと

思うかの質問に対し、「とてもそう思う」

16％、「そう思う」32％計48％の回答、パソ

コンやタブレット端末を利用させるねらい

は、「保育を豊かにする環境のひとつとして

位置づけること」18％、「新しいことにチャ

レンジする積極性を養うこと」10％、「知

識、情報を獲得すること」10％であるとして

いる。(11)近年は、幼稚園や保育園でもICT環

境が整い始めたが、保育への新規メディアの

導入には慎重な傾向がみられると述べてい

る。 

この傾向は、H市の園教員アンケートから

も伺い知ることが出来る。タブレット教育は

必要になるかの問いに対して、「分からな

い」45.2％、「あまり必要になるとは思わな

い」28.5％の回答であった。（図21） 

また、保護者からの要請があったらとの問

いに対しても、「時間を掛けて検討すべき」 

56.7％、「分からない」22.1％という回答で 

あった。 

このような園情勢であるが、小平は、岐阜

県大垣市の「幼児教育ICT活用実証実験事

業」や私立幼保園で推進しているタブレット

活用教育を取り上げ、メディア導入が幼児の

成長にとって好ましいものになり得ることを

示すヒントが随所にみられる(12)と述べてい

る。また、2019（平成31）年2月、幼児教育

・保育の世界は全体として子どものICT利用

に消極的、否定的な状況が続いているが、保

図 21：タブレット教育は必要になるか 

 
出所：教員アンケート調査より 
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育での効果的なメディア活用をイメージして

多様な研究が積み重ねられ、近年、研究者た

ちの成果発表も増えてきた(13)と述べてい

る。 

それに、2017（平成29）年11月、文部科 

学省の政策・審議会の教職課程コアカリキュ

ラムの在り方に関する検討会が、「教職課程

コアカリキュラム」を発表した。教育の方法

及び技術の（3）情報機器及び教材の活用の

到達目標で、「※幼稚園教諭は「子供たちの

興味・関心を高めたり学習内容をふりかえっ

たりするために、幼児の体験との関連を考慮

しながら情報機器を活用して効果的に教材等

を作成・提示することができる。」(14)とし

て、情報機器を教育的効果に活かすことを求 

めている。 

 東京都福生市のS幼稚園園長が、教師が 

「良きコンシェルジュ」になることで、子ど

もたちの興味に応じて様々な情報を子どもた

ちに伝えることができると述べているよう

に、「よりよい与え方」ができる教員でなく

てはならないということである。 

このようにICT活用教育が消極的な一方で

ICTを有効に活用する取り組みが進んでいる

のである。園はこのままICT活用教育の導入

に消極的な姿勢を続けるのではなく、少しで

もシンギュラリティ2045年問題(15)に向けて

歩み出さねばならないし、小・中学校におい

てICT活用教育が進められている中、文部科

学省は、新時代の学校や子どもの学びを実現

するため、2025年度までの工程表にSINET

の本格運用を盛り込むとしている。(16)  

つまり、園においても近い将来、ICT活用

教育は取り入れざるを得ない状況に来ている

のであり、ICT活用力を身につけた保育教諭

が求められることは必然である。 

となれば、保育教諭を育成する養成校は、

ICT活用力を備えた学生の養成が強く求めら

れることになる。これまでのように、幼稚園

教諭免許・保育資格取得が優先のカリキュラ

ムではICT活用力を育成することは出来な

い。 

保育教諭は、幼児から片時も目を離せない

任務である。そのような勤務状況の中で、園

児についての気づきのチェックや保護者への

連絡ノート、保育日誌等の作成がある。行事

の準備や片付け、週間・月間保育計画や研修

報告等教員の事務処理は大変煩雑であり負担

が大きい。このことは幼保界をはじめ、園を

管轄指導する行政においても問題として捉え

られている。(17)このような現状からも早く

脱却するためにもICT活用力を備えた教員を

育成することは大事なことである。 

ICTを活用した分析・判断・教育ができ、

事務処理にも長けた教員を養成すること、ま

た家庭でのインターネットとゲーム漬けの園

児を正しいICT活用に導くことも大切な教員

の任務である。これからますますICTの活用

は求められる。保育教諭養成校がICT活用力

を身につけた教員を育成することは責務であ

り急務である。 
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